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○通常（在籍）学級担当教員の直面している「課題」

「全ての分野の専門的知識を理解しなければならない」ということ

国語教員が、 
「言語学」という視点から自分たちの専門性を見つめ直せば良いのではないか？



国語科・外国語（英語）科 連携にかかわって  学習指導要領（H29告示）から 

 中学校国語科 中学校外国語科 

目標 言葉による見方・考え方を働かせ，言語活動を通し

て，国語で正確に理解し適切に表現する資質・能力を

次のとおり育成することを目指す。 

外国語によるコミュニケーションにおける見方・考え

方を働かせ，外国語による聞くこと，読むこと，話すこ

と，書くことの言語活動を通して，簡単な情報や考え

などを理解したり表現したり伝え合ったりするコミュ

ニケーションを図る資質・能力を次のとおり育成する

ことを目指す。 

知 識 及

び技能 

（１）社会生活に必要な国語について，その特質を理

解し適切に使うことができるようにする。 

（１）外国語の音声や語彙，表現，文法，言語の働きな

どを理解するとともに，これらの知識を，聞くこと，読

むこと，話すこと，書くことによる実際のコミュニケー

ションにおいて活用できる技能を身に付けるようにす

る。 

思考力、

判断力、

表 現 力

等 

（２）社会生活における人との関わりの中で伝え合う

力を高め，思考力や想像力を養う。 

（２）コミュニケーションを行う目的や場面，状況など

に応じて，日常的な話題や社会的な話題について，外

国語で簡単な情報や考えなどを理解したり，これらを

活用して表現したり伝え合ったりすることができる力

を養う。 

学びに向

かう力・

人間性 

（３）言葉がもつ価値を認識するとともに，言語感覚を

豊かにし，わが国の言語文化に関わり，国語を尊重し

てその能力の向上を図る態度を養う。 

（３）外国語の背景にある文化に対する理解を深め，

聞き手，読み手，話し手，書き手に配慮しながら，主体

的に外国語を用いてコミュニケーションを図ろうとす

る態度を養う。 

 第４章 指導計画の作成と内容の取扱い 

１ 指導計画作成上の配慮事項 

〇他教科等との関連についての配慮事項 

 （７）言語能力の向上を図る観点から，外国語科など

他教科等との関連を積極的に図り，指導の効果を高

めるようにすること。 

 

→言語能力は，全ての教科等における学習の基盤となる資質・

能力である。このため，第１章総則の第３の１（２）において，「言

語能力の育成を図るため，各学校において必要な言語環境を

整えるとともに，国語科を要としつつ各教科等の特質に応じ

て，生徒の言語活動を充実すること。」とされているとおり，言

語能力の育成に向けて，国語科が中心的な役割を担いながら，

教科等横断的な視点から教育課程の編成を図ることが重要で

ある。 

 指導計画の作成に当たっては，他教科等の内容の系統性や

関連性を考慮することが求められる。その際，国語科と同様，

言語を直接の学習対象とする外国語科との連携は特に重要な

ものとなる。 

 例えば，国語科の学習内容が外国語科等の学習に結び付くよ

う指導の時期を工夫すること，関連のある学習内容や言語活動

を取り上げた単元の設定を工夫することなどが考えられる。 

  

第２章 外国語科の目標及び内容 

３ 指導計画の作成と内容の取扱い 

（１）指導計画の作成上の配慮事項 

 オ 言語活動で扱う題材は，生徒の興味・関心に合

ったものとし，国語科や理科，音楽科など，他の教科

等で学習したことを活用したり，学校行事で扱う内容

と関連付けたりするなどの工夫をすること。 

 

→例えば国語科との連携については，「相手の反応を踏まえな

がら，自分の考えを分かりやすく伝わるように表現を工夫する

こと」や「話題や展開を捉えながら話し合い，互いの発言を結び

付けて考えをまとめること」といったことを国語科で学習し，外

国語科でのスピーチやグループでの話し合い，読んだことを基

にした意見交換などの活動に生かすことが考えられる。 

 

（２）内容の取扱い 

 イ 音声指導にあたっては，日本語との違いに留意

しながら，発音練習などを通して２の（１）のアに示す

言語材料を継続して指導するとともに，音声指導の補

助として，必要に応じて発音表記を用いて指導するこ

ともできることに留意すること。また，発音と綴りとを

関連付けて指導すること。 

 

 エ 文法事項の指導に当たっては，次の事項に留意

すること。 

 （ウ）用語や用法の区別などの指導が中心とならな

いよう配慮し，実際に活用できるようにするとともに，

語順や修飾関係のなどにおける日本語との違いに留

意して指導すること。 




